
文化・人・地域が輝く岡山県に貢献します
ー岡山県の文化芸術コンシェルジュをめざしてー



県外公的
助成財団

県外公益
⽂化団体

岡山県文化連盟ネットワーク

正会員 １１６団体 （令和２年９月末現在）

岡山県･２７市町村､市町村文化協会､県レベル分野別文化団体､
文化関係公益法人など

<主な事業>
・天神山文化プラザ指定管理
・子どもみらい塾(学校出前講座)
・おかやま県民文化祭
・おかやま文化芸術アソシエイツ



●おかやま文化振興ビジョン（平成３０年度～１０年間）
４．文化行政推進体制の充実(抜粋)
「文化連盟内に設置している中間支援組織 『おかやま文化芸術
アソシエイツ』 の充実、強化に取り組みます。」お文化芸術アソシエイツ

１.シンクタンク機能(調査分析)・政策提言
県内のちょっと気になるヒト･コト･場所の
調査・研究

２.中間支援機能（パイロット事業の実施等）
・文化芸術交流実験室（3年間で26回実施）
・｢おかやま文化芸術活動相談窓口｣の開設

３.助成金等の配分
・NEXTコロナ対策文化施設支援事業費補助金の受付業務受託
・岡山県みんなの文化活動応援事業の受託 など

実験室vol.3
演劇の手法が認知症
の介護にどう生かせ
るかを考える実験

実験室vol.６
岡山の土で絵の具
を作り、“岡山画”を
書く実験

おかやま文化芸術アソシエイツ（H29.7～）



地域アーツカウンシル

地域社会を文化という
切り口で俯瞰的にみる



地域アーツカウンシル

文化や芸術に特化した
コミュニティ財団や

NPOセンターのようなもの



県内の多彩な文化芸術活動が
「新しい価値を創造する」ためのサポート

１．シンクタンク機能（調査分析）・政策提言
※県内の文化芸術資源を発掘、再評価、活用するための調査研究

２．中間支援機能
※パイロット事業の実施、相談、伴走支援、文化事業のコーディネート

３．助成金の分配
４．東京２０２０大会に向けた文化プログラムの周知、促進





文化芸術の
ファンドレイジング



課題解決型
と

価値創造（提供）型



「いいこと」を
やっているだけでは
資金獲得できない！



文化芸術基本法



文化芸術振興基本法 → 文化芸術基本法(平成２９年６月)

●改正の趣旨 （文化庁WEBより抜粋）
今回の改正は，文化芸術の固有の意義と価値を尊重しつつ，文化芸術
そのものの振興にとどまらず，観光，まちづくり，国際交流，福祉，
教育，産業その他の関連分野における施策を本法の範囲に取り込むと
ともに，文化芸術により生み出される様々な価値を文化芸術の継承，
発展及び 創造に活用しようとするものです。

・文化芸術の固有の意義と価値 ＝ 本質的価値
・文化芸術により生み出される様々な価値 ＝ 社会的価値、経済的価値



本質的価値

社会的価値

経済的価値







２０２０年
東京オリンピック
パラリンピック



ダイバーシティ

ソーシャル・
インクルージョン



障害のある方、
社会的弱者、
そして、
それを支える人々



公益
↑
共益
↑
私益



芸術家

アーティスト

プロ

セミプロ・レッスンプロ

アマチュア

観客・来場者・〇〇好き・マニア・ファン

地域で暮らす人々

実演家

受益者



フィランソロピー
/Philanthropy

⇒社会貢献

寄付とボランティア



ファンドレイザー
/fundraiser

⇒寄付の仲介役

ボランティア・コーディネー
ター
⇒ボランティアの仲介役



全体財源獲得

（事業収入､融資等）

支援性資金獲得

（会費、助成金等）

寄付集め

最広義

一般

狭義

ファンドレイジングの定義



●義援金（直接的）
被災者ひとりひとりに
配られる寄付金

●支援金（間接的）
NPOの活動に活かされる

寄付



●ファンドレイジング
⇒NPOが活動のための

資金を個人、法人、
政府などから集める
行為



●NPO(民間非営利団体)

⇒公益法人、
特定非営利活動法人、
社会福祉法人など、
民間非営利セクター
の総称



何をするため？
誰のため？
どんな活動をする？
どの程度の資金が必要
なの？
⇒説明できますか。



×
自らの事業による社会課題の解決

社会からの様々な主体の参加に
よる社会課題の解決

対症療法

根本治療



活動の価値を説明
「共感メッセージ」

↓
興味・関心

↓
気づき、行動のきっかけ



ファンドレイジング
≠単なる資金集め

社会を変えていく手段



ファンドレイジング
/Fundraising

ファン（Fan）度

レイジング！



日本における寄付総額、
会費総額の推移（個人）

（出所：寄付白書２０１７）

©⽇本ファンドレイジング協会

約7,000億円



日本における寄付総額、
会費総額の推移（法人）

（出所：寄付白書２０１５）

©⽇本ファンドレイジング協会

約7,000億円



【財源の種類】
１．行政の補助・委託
２．寄付・会費・

助成金
３．事業収入



財源の成長

組織の成長事業の成長



事業収入の
増

寄付・会費
の増

助成・委託
収入の増

共感型購入者層増
販売経路増、品質向上

知名度、信用力・企画力増

信頼性・安定性・公共性のイメージの改善、
「紹介」の増

知名度、潜在的
支援者増、
支援メニュー増

新規事業モデル化
ネットワーク
知名度の増加

信用力・場・
知名度の増



●事業収入
メリット 独立している
デメリット 課税される

採算性



●補助金・助成金
メリット 信用

まとまった資金
デメリット 依存性

継続性の担保
使途の制限



助成金 ＝ 投資



助成金

＝意思のある寄付



©⽇本ファンドレイジング協会



●寄付・会費
メリット 大口寄付

ボランティア
デメリット 手間



⾃団体の潜在⼒分析 マーケットの把握×

成⻑戦略（中期計画）設計
事業
戦略

組織の準備

事業収⼊ 寄付 会費 助成・補助⾦ 融資・疑似私募債

実現したい状態
・ポジショニングの明確化

ビジョン、組織⼒、ネット
ワーク、実績、⼈材など

寄付者、企業動向、競合、
社会変化など

財源
戦略

組織
戦略

個⼈の準備
個⼈FRスキルの強化
倫理遵守
社会貢献全般の理解

理事・ボランティアマネジメ
ント、会計、個⼈情報管理
法⼈形態、情報公開

ファンドレイジングアクション

評価 ©⽇本ファンドレイジング協会

事前準備
外部から見て
応援しやすい
メッセージ



なぜ、資金が必要なのか
⇒ケース・ステートメント



１．ミッション 団体の存在意義

２．ゴール
・コミットメント

活動を通じて実現する状態

３．活動 ゴールを達成するための活動内容

４．ガバナンス 事業を運営監督する理事について

５．実施体制 事務局などの経緯や能力について

６．効率化と協働 事業実施にあたり、効率化、レバレッジ、協働

７．財務、予算 必要な経費、収入、必要な支援

８．中期計画と評価 中期的な計画と評価方法・支援者への報告

９．過去の歴史や実績 過去の実績、成功事例、ベストストーリー



潜在力と
ポジショニング把握



潜在力分析
①チェックリスト８つ
⇒「資源」の洗い出し
②SWOT分析

⇒「課題」の洗い出し



チェック項目 チェック内容

１．理事会
専門性・信頼性・営業力・責任感・活発さ
資金調達担当の有無、理事の寄付・ボランティア

２．管理
データベース状況、会計管理状況、情報管理・開示
状況

３．財務
収入バランス・トレンド・財務ごとの特性、財務上
の成功体験と失敗体験

４．人的資源
職員の配置・動機管理、専門ボランティアの活用可
能性

５．コンタクトチャネル
メルマガ、DM、機関誌、イベント等自主チャネル
外部借用チャネル、講演などの機会・頻度・内容

６．共感層・支持者層
共感するポイント、共感層・支援者の傾向、自動的
に共感層を生み出す仕組みの有無、フォロー

７．コミュニケーション
ツール・内容

HP、パンフレット、プレゼンツール、ビデオ等
寄付・会費メニューの魅力、クリエイティブ

８．計画・事業
事業成果、競合関係、FRに活用可能な事業、支援が
集まりやすい事業



ポジティブ ネガティブ

内
部

（強み）Strengths （弱み）Weakness

外
部

（機会）Opportunity （脅威）Threat

ＳＷＯＴ分析



強み 弱み 機会 脅威

強
み S
弱
み W
機
会 O
脅
威 T

ＳＷＯＴマトリックス









受益者

【交換（対価）型】

団体



観客
ファン

【交換（対価）型】

実演家

対価 作品、演奏、感動



初心者
弟子

【交換（対価）型】

上級者
師匠

月謝 技術、技、伝統



受益者

【玉突き型】

団体

支援者



地域で
暮らす人

【玉突き型】

文化団体
文化施設
実演家

助成財団
行政

助成金、委託料、
補助金

文化事業、イベント



実演家
文化団体

【玉突き型】

地域アーツ
カウンシル

地域のお金



実演家
【玉突き型】

地域アーツ
カウンシル

地域のお金

地域のヒト、
コト、場所

地域の課題
ニーズ

地域で暮らす人

助成金 情報視点、価値

地域の
文化芸術の
専門家



国、行政、
日本社会、日本
の価値観などに
及ぼす変化

その団体の事業
分野、地域社会
に及ぼす変化

活動対象の受益
者に生じる変化

第３階層のメッセージ

第１階層のメッセージ

第２階層のメッセージ



国、行政、日本
社会、日本の価
値観などに及ぼ

す変化

その団体の事業
分野、地域社会
に及ぼす変化

活動対象の受益
者に生じる変化

第３階層のメッセージ

第１階層のメッセージ

第２階層のメッセージ

公益

共益

私益



例えばアフリカ研究者、アフリカに拠点のある企業、
国際協力関心層、開発教育関係者など

理事・運営委員・
スタッフ

元理事・コアの
ボランティア

大口寄付者・
５年継続寄付者

継続
ボランティア

賛助会員
（継続者）

正会員

提携企業イベント参加者賛助会員
事業サービス
利用・購入者

ステークホルダーピラミッド

©⽇本ファンドレイジング協会





※数字は年間

ステークホルダー分析シート







クラウドファンディング

群衆(クラウド/crowd）と

資金調達（ファンディング
/funding）



特定のプロジェクト実施
に対する資金をオンライ
ンで募るもの

寄付型・投資型・購入型



All or Nothing方式

All In方式







文化は人が生きること
そのもの



文化は万能ではないが
決して無力でもない



文化や芸術の“よさ”
は、当事者しか伝える
ことができない！！



参加された皆さんそれぞ
れの中にある文化芸術に
対する溢れんばかりの愛
を、決して独りよがりで
なく、より客観的に
言語化することができた
なら…


